
空を見る。

大地のことを、考えている。

2025.7.1

北海道エアポート㈱
総合企画本部 空港計画部 空港計画課

小幡、竹内
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北海道エアポート株式会社とは

（通称：HAP）

• 空港コンセッション（民営化）により、道内7空港の運営会社として2019年8月に設立
• 2020年6月より順次、7空港の一括運営を開始

新千歳

旭川

稚内

釧路
函館

帯広

女満別



3

HAPの業務内容

  滑走路の管理・運用

  旅客ターミナルビル
    の管理・運用

観光開発・
航空ネットワーク拡充

出典：GoogleMap‡
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HAPの業務内容（滑走路の管理・運用）

滑走路の管理・運用

• 航空機に乗るお客様の安全・安心を第一に、滑走路、誘導路等のオペレーション・維
持管理を行い、航空機の安全・安心かつ円滑な運航を支える。

業務例）
滑走路、誘導路、駐機場の日常点検及び維持管理
航空機が使用する駐機場の調整（スポット調整）
異常時（ハイジャック等）に備えた訓練
降雪時の除雪
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HAPの業務内容（旅客ターミナルビルの管理・運用）

旅客ターミナルビルの管理・運用

• 誰もが快適かつ安全・安心に過ごせる空港を造り、施設の維持管理やターミナルビ
ルの商業施設としての魅力向上に努め、利用者増と売上増を目指す。

業務例）
新店舗の誘致やマネジメント（売上管理・分析）
新たな施策（ポップアップストアやイベント）の企画・運営
ビル施設の維持管理
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HAPの業務内容（観光開発・航空ネットワーク拡充）

観光開発・航空ネットワーク拡充

• 北海道全域の観光資源の掘り起こしや新規路線の拡充により、流動人口の最大化
に努め、北海道のさらなる発展に貢献する。

業務例）
道内観光情報の開発、情報収集・分析
国内外への観光情報、交通情報発信
旅客便・貨物便の新規就航誘致・路線拡充
ビジネスジェット誘致
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7

マスタープラン（新千歳空港）



• 新千歳空港 ビジネスジェット（プライベートジェット）専用施設新設
✓ 国際的なビジネスジェットによる移動需要の高まりを受け、2023年12月に開業
✓ 保安検査場、税関・出入国管理・検疫所(CIQ施設)、ラウンジスペースを完備

8

新千歳空港 ビジネスジェット専用施設

ロビー（入口側） 到着側待合室外観
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9

マスタープラン（帯広空港）
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帯広空港 駐車場・構内道路整備工事

• 帯広空港 駐車場・構内道路整備工事（2025年6月完成）
✓ 立体駐車場を新設
✓ 構内道路を再編し、公共交通と一般車両の動線を分離



釧路空港 滑走路マラソン

• 釧路空港 滑走路マラソン
✓ 2025年6月14日開催
✓ 滑走路運用開始前の早朝時間帯に滑走路や誘導路を利用したマラソン大会を開催

11



日本の空港

97空港

出典：国土交通省医ウェブサイト, https://www.mlit.go.jp/statistics/content/001426050.pdf 12



• 空港会社（空港コンセッション前）

• 空港法による種別
⇒「飛行機が離着陸できる最低限の機能（＝滑走路等）を誰が設置し、管理しているか」で区分

空港の設置・管理者（滑走路等）

種別 空港数 設置者（建設者） 管理者（所有者） 例

会社管理空港 4 空港会社 成田、中部、関西、伊丹

国管理空港 19 国 新千歳、稚内、釧路、函館、羽田、福岡、那覇等

特定地方管理空港 5 国 地方公共団体 旭川、帯広、秋田、山形、山口宇部

地方管理空港 54 地方公共団体 女満別、利尻、礼文、中標津、紋別、奥尻、静岡、神戸等

その他の空港 7 その他 調布、名古屋小牧、但馬、天草等

共用空港 8 自衛隊等 札幌丘珠、三沢、百里（茨城）、小松、岩国、徳島等

会社名 法人 出資割合

成田国際空港株式会社（成田） 特殊法人 国100%

中部国際空港株式会社（中部） 指定法人 国40%、地方公共団体10%、民間50%

新関西国際空港株式会社（関西・伊丹）※ 特殊法人 国100%

※2016年4月より「運営」は関西エアポート㈱
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空港の設置・管理・運営者（空港コンセッション前）

滑走路と旅客ターミナルビルの運営主体が分離
（会社管理空港等の一部空港を除く）

【滑走路・駐機場等】
国・地方公共団体等
が建設し、管理・運営

【旅客ターミナルビル等】
第三セクター等

が建設し、管理・運営

出典：GoogleMap‡
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• 滑走路等：コンセッション方式により、民間事業者に運営権を設定
• 旅客ターミナルビル等：第三セクター等から民間事業者に譲渡
⇒民間事業者による滑走路等と旅客ターミナルビル等の一体運営を実現

空港コンセッション前

空港コンセッション後

空港コンセッションによる空港一体運営

民間事業者

が一体運営

【旅客ターミナルビル等】

第三セクター等
が運営

【滑走路・駐機場等】

国・地方公共団体等
が運営

出典：GoogleMap‡

出典：国土交通省医ウェブサイト, 

https://www.mlit.go.jp/statistics/content/001426050.pdf
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• 「コンセッション方式」とは
✓ 施設等の所有権を公共主体に残したまま、民間事業者に運営権を設定する方式
✓ 水道事業（宮城県）、有明アリーナ（東京都）等の民営化でも採用

コンセッション方式とは

• 新千歳、稚内、釧路、函館空港での例
✓ 滑走路等を所有する国は、滑走路等を運営する権利（運営権）を民間事業者（HAP）に売却
✓ 運営権を購入した民間事業者（HAP）は国に対して運営権対価を支払
✓ 民間事業者（HAP）は、国が所有している滑走路等を、一定期間（30年間）、自社のモノのよ
うに使わせてもらい、空港を運営（サービスを提供し、利用料金を徴収）

✓ 空港運営で得られる収入は全て民間事業者（HAP）に

施設
所有権

公共主体
（国）

民間事業者
（HAP）

運営権

運営権設定

運営権対価

利用者
（航空会社・旅客）

サービス提供

利用料金

30年 2,920億円

・施設（滑走路等）の提供
・施設の維持管理 等

・航空会社からの着陸料、停留料
・旅客からの保安料 等
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空港コンセッションの目的

• 空港コンセッションの目的
民間による創意工夫を活かした、滑走路等及び旅客ターミナルビル等の一体運営を
実現し、着陸料等の柔軟な設定や機動的なエアポートセールスの実施等を通じた空港
経営の効率化、航空ネットワークの充実、交流人口拡大等による地域活性化を目指す。

着陸料の
引き下げ

路線数の
増加

旅客ターミナルビル
の売上増

訪問客数
の増加

地域経済の活性化

・滑走路等と旅客ターミナルビル等の一体化
・民間の資金とノウハウを活用した空港運営

※国土交通省資料を基に作成
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但馬空港ターミナル㈱
2015年1月1日～

仙台国際空港㈱
2016年7月1日～

高松空港㈱
2018年4月1日～

関西エアポート神戸㈱
2018年4月1日～

鳥取空港ビル㈱
2018年7月1日～

富士山静岡空港㈱
2019年4月1日～

福岡国際空港㈱
2019年4月1日～

㈱南紀白浜エアポート
2019年4月1日～

熊本国際空港㈱
2020年4月1日～

・富山空港
2026年4月より民間委託予定

・新潟、大分、小松空港等
民間委託に向けて検討中

北海道エアポート㈱
2020年6月1日～

広島国際空港㈱
2021年7月1日～

日本のコンセッション導入空港（民活空港運営法）
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【自己紹介】
氏名：小幡 柊
所属：本社 総合企画本部 空港計画部 空港計画課
入社：2024年4月（入社2年目）
出身：東京都江戸川区
北海道歴：8年目

【経歴】
2018年3月 東京都の私立高校 卒業
2018年4月 北海道大学 入学（総合入試理系）
2019年4月 工学部 環境社会工学科 社会基盤学コース 分属
2021年4月 社会資本計画学研究室 配属
2022年3月 北海道大学 工学部 卒業
2022年4月 北海道大学大学院 工学院 北方圏環境政策工学専攻 入学
2024年3月 北海道大学大学院 工学院 修了
2024年4月 北海道エアポート㈱ 入社

自己紹介
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【旅行】
• 北海道全179市町村制覇を目指して、週末や長期休みにレンタカーor鉄道で旅行
⇒利尻島、礼文島だけ行けず...
• 帰省時の本州への移動拠点は港
⇒フェリーで本州に移動し、鉄道で実家に帰省
⇒（東北地方を観光しながら）

【野球観戦】
• 小学生の頃から日本ハムの大ファン
• 中学、高校時代は、東京ドーム主催試合(当時)や二軍鎌ヶ谷スタジアムに足を運ぶ
• 大学入学後は、札幌ドーム・エスコンフィールドで80試合以上観戦
• 道内の地方球場（旭川、釧路、帯広、函館）は全て制覇

【アルバイト】
• 大学構内の食堂で配膳、小鉢の盛付
• 塾教材の校閲作業（在宅）

大学時代（趣味）
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• 専攻：土木工学（交通計画、都市計画、交通工学等）
• 卒業論文：北海道新幹線函館駅乗り入れについて、需要推計や事業採算性の分析
⇒Journal of the Eastern Asia Society for Transportation Studies, Vol.15, 2024

 “Feasibility of Direct Shinkansen Service to Hakodate Station Using Mini-Shinkansen”

• 修士論文：新幹線札幌延伸が道内在来線（維持困難線区）に及ぼす効果の分析
⇒卒論、修論共に北海道新幹線について扱った

大学時代（研究室）

・厚真町

デマンド交通めぐるくんに乗車し、
利用者にアンケート調査

・北斗市

新函館北斗駅の
乗換動線を現場視察

・札幌市、岩見沢市、旭川市
道路の運搬排雪の効率化に向けた

現地視察・データ収集

・増毛町
流雪溝について、現場視察及び

沿道の居住者にアンケート調査

研究室で訪問した場所
・石狩市、士別市
交流拠点の利用実態、利用意向について、

住民にアンケート調査

・マレーシア

国際学会参加
⇒東アジア交通学会

・沖縄県

国内学会参加
⇒土木計画学研究発表会
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【採用試験を受けた業界】
• 空港(運営)会社
• 鉄道会社
• 高速道路会社
• 建設コンサルタント（交通・都市計画、道路分野）
⇒交通インフラ業界と建設コンサル

【就活の軸】
• 北海道で働くことができる企業
⇒ 本社もしくは支店が北海道に所在
• 人々の移動に影響を与えられる企業
⇒ 小さい頃から交通機関（鉄道や飛行機）に興味があったことから、仕事でも公共交
通に携わりたい

大学時代（就職活動）
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1. 北海道全域が事業フィールド
✓ ７空港一括運営
→HAP運営７空港の利用者数は、北海道内全空港の97%（2023年度）を占めており、多く
の来訪者が７空港を拠点に、道内各地へ移動

⇒７空港の所在地以外の市町村にも、空港が大きな影響を与えている

✓ ７空港間で転勤がある為、北海道内の様々な場所で仕事ができる

2. 空港＝”特別な場所”
✓ 国内旅行（北海道、沖縄等）や海外旅行等の特別な用事がある時に空港を利用
⇒空港利用時のワクワク感

✓ 北海道への来訪者が最初に降り立つ場所は空港
→県庁所在地（札幌）まで新幹線が未開通であることから、約9割※が飛行機で来道
⇒ 北海道の第一印象が空港で決まる

※2015年度全国幹線旅客純流動調査より

なぜ「HAP」へ？
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3. 様々な職種
✓ 土木・建築・電気系から営業、観光、不動産関係まで幅広い部署がある
✓ 総合職採用である為、理系・文系関係なく、様々な部署に配属

なぜ「HAP」へ？

土木・建築

施設管理課
（滑走路等の維持管理）

施設課
（ビルの維持管理）

電気

灯火電気課
（灯火設備の維持管理）

営業

旅客・貨物営業課
（新規路線誘致）

営業課
（入居者管理・調整）

不動産

リテール課
（テナント管理・調整）

観光開発課
（観光資源の発掘・発信）

旅行・観光

その他

運航情報課
（飛行場の運用）

保安防災課
（空港の保安・防災業務）

コーポレート

総務・人事課

財務・経理課

経営企画課 サービス

旅客サービス課
（案内業務）

商事課
（飲食・物販の直営店舗運営）
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更新投資の計画・設計・工事発注

• 空港計画課で実施する更新投資とは？
空港機能を適切に維持し、航空の安全・安心を担保する為に、エアサイド（赤枠）内の
土木施設、電気設備を計画的に更新する投資
例）滑走路・誘導路舗装の打ち換え、航空灯火LED化、電源設備（監視装置等）の更新
⇒ 大規模改良工事（日常的な維持修繕は含まない）

現在の仕事（空港計画課）
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現在の仕事（空港計画課）

公式HP「お知らせ（入札情報）」

1. 更新投資の5ヵ年計画策定
⇒ 各施設の老朽化状況等を踏まえて、今後5ヵ年程度の更新計画を策定

2. 更新投資の設計業務
⇒ 工事実施時期が確定したら、工事発注に向けた設計業務を発注

3. 更新投資の工事発注
⇒ 設計業務の結果を踏まえて、一般競争入札や見積聴取により工事を発注
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• 旭川空港誘導路改良工事
✓ 供用開始から25年以上が経過し、多くのひび割れ等が発生
✓ 定期的に補修をしているが、航空機の安全性に影響が出ている状態
→誘導路全体の舗装打ち換えを実施中（2022～2025年度）

➀路面切削 ②アスファルト敷設 ③マーキング

更新投資事例（旭川空港誘導路改良工事）
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更新投資事例（航空灯火のLED化）

2024年度にLED化を行った航空灯火

① 誘導路中心線灯（新千歳・旭川空港）
誘導路の中心線付近の舗装に埋め込まれている灯火

② エプロン照明灯（新千歳・帯広・女満別空港）
駐機場（エプロン）を照らす照明

③ 進入灯（新千歳空港）
着陸する航空機に対して、滑走路の中心線と進入方向を示す灯火

①誘導路中心線灯 ②エプロン照明灯 ③進入灯

28



最後に

• 就職活動について
✓ 就職活動開始当初から業界を絞りすぎた
→ メインは交通インフラ業界で、少しだけ建設コンサル
→ その他の業界（公務員、ゼネコン、開発等）は一切検討していない

自分の興味がない業界の説明会やインターンシップ等にも参加することで
自分のやりたいことを、改めて俯瞰して考えることができる

• 北海道の企業に就職する北大生が少ない
✓ 部活や学部の知人（就職先を知っている約40人）の中で、北海道の企業に就職した
のは4人のみ（北海道出身1人、本州出身3人）

→ 北海道外の企業に就職した知人の多くが、北海道の企業を選択肢に入れていない

最終的に北海道外の企業に就職する場合でも
北海道の企業を「選択肢の一つ」には入れて欲しい
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ご清聴ありがとうございました
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